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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本研究は、1928-45 年（トーキー移行期から大戦期）における日本アニメーション（以下アニメと略す）の形成お
よび実態について、国家、企業、観客、海外との相互関連という視点から、豊富な文献資料・映像資料をもとに明ら
かにしようとする新たな試みである。 
 第１章では、トーキーへの移行期における多様な海外アニメの受容過程、またその中でアメリカ製アニメがいかに
して規範化されていったのかを多くの資料に基づいて詳細に論じている。第２章では、トーキー移行期から日米開戦
（1941 年）にかけての日本アニメの変遷において、モダニズムと軍国主義の相克、アメリカヘの憧憬と排除という
矛盾した方向性が混在することを、戦前の日本アニメを代表する大藤信郎の綿密な作品分析を通して明らかにしてい
る。第３章では、これまで看過されてきた中国製アニメ『鐵扇公主』（1942）の日本映画界への影響について、同時
代のさまざまな資料およびテクスト分析に基づいて検討し、独自の世界を有する『鐵扇公主』が、アメリカ製アニメ
のオルタナティブとして見なされたことを説得的に論じている。第４章では、戦前の教育の場で上映された日本製ア
ニメの歴史的経緯を、国家、教育現場、配給会社の相互関連から、豊富な資料を駆使しつつ、その全体像の解明に迫
っている。第５章では、太平洋戦争期に製作された日本アニメの実態を日本国内のみならず当時の占領地における資
料をも渉猟し、上映リストを作成するとともに、占領地では内地と異なり、教化ではなく慰安を目的とする傾向が顕
著であったことを見出している。 
 本研究は、独創性に富み、資料の分析も緻密で説得力がある。従来、映画史やメディア史研究の中で空白地帯とな
っていた戦前日本のアニメーション研究における基礎的文献にもなりえる貴重な研究であると思われる。ただし、各
章それぞれはよくまとまっているが、相互の有機的な繋がりなどにおいて、なお工夫すべき余地はある。しかしなが
ら、本論文全体の価値を損なうものではない。 
 以上のように、本論文は、博士（言語文化学）の学位請求論文としての成果を十分にあげているものと評価できる。 
